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４月１日午後６時、ＪＲ池袋駅東口中央で「新社会人宣伝」

を全労連青年部の呼びかけで就職連や全国青年大集会のメン

バー総勢１５人で行いました。ティッシュと権利手帳を配布し

て約５００人が受け取りました。新社会人はもとより多くの方

が受け取りました。 

シール投票「まともな仕事と人間らしい生活を！仕事の不満

や悩み教えてください」では２チームで、６項目を聞きました。

「休みが少ない・有給が取れない」18人、「給料が安い」は 17

人、「サービス残業や長時間労働」は 14人、「職場の人間関係」

は 6人、「派遣や請負の非正規ばかり正社員になれない」は 3 

人、「就職できない、やりたい仕事に就けない」は 1人でした。 

シール投票の結果でも明らかですが人員を増やしてもらいたいと思っている人が多く、これから働いてい

くうえでサービス残業や長時間労働を危惧している青 

年が多いことが分かりました。対話では、60人くらいと

対話し約半分が新社会人で、「今は、不満はないけどもこ

れから有給が取れるかなどの不安はある」。３０代の派遣で

働く青年は「賃金が安く、サービス残業も多く、パワハラが

あるのが困る。辞めさせたいのではないかと。労基署に行

って話をしたい」と話しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪の取り組み 
４月１日（火）、大阪市役所発令式に大阪自治労

連が入社式新入職員歓迎宣伝を中之島中央公会堂

前で１５人の参加で行いました。 

『採用、おめでとう！』の横断幕を掲げ、発令

式に臨むフレッシュな新人に声をかけながら労働  

組合紹介のパンフを配りました。 

下のカラ―リーフは、無所属・中立組合訪問に

活用する目的で作成しました。いま、労働者・労

働組合への攻撃が激しく困難を抱えている職場に

単産や地域労連に加入して要求を前進させようと

訴える内容です。 

 

各地の取り組みをぜひ送ってください。お待ちしています。 

出典：大阪労連組織拡大月間推進ニュース春１号 

 


